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2面  年末年始 市の業務のお知らせ
3面  東京の民生委員制度誕生100周年
4面  中学生の主張・作文が表彰されました
5面  図書館でインターネット音楽配信サービスを開始

6・7面  人事行政の運営等の状況を公表します
8・9面  募集／スポーツ／健康／講座／シニア／市民伝言板

10・11面  子ども・子育て／催し／お知らせ
12面  立川こだわり推奨認定品

市
民

と市政のつながりを“わ”で表してい

ま
す
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受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ

ご
み
収
集
車
へ
資
源
や
ご
み
を
直
接
投
げ
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
収
集
車
後
部
の
ロ
ー
ラ
ー
に
腕
な
ど
が
挟
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
て
大
変
危
険
で
す〔
ご
み
対
策
課
〕

　１月４日㈮から、資源とごみの収集日が変わります。くわし

くは、平成31年の「資源とごみの収集カレンダー」をご確認

ください。

　次の場所で配布している「資源と

ごみの分別ハンドブック」（１月か

ら改訂版を配布）をご覧いただくか、

「たちかわごみ分別アプリ」をご利

用ください▶配布場所＝市役所〔１
階総合受付、環境対策課（２階79番

窓口）〕、窓口サービスセンター（立

川タクロス１階）、各連絡所、総合

リサイクルセンター

資源とごみの収集日が変わります

資源とごみの分別方法が分からないときは

問ごみ対策課☎（531）5517

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
、
伊
勢
丹
立

川
店
1
階
正
面
玄
関
付
近
の
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
は
、
年
内
は
12
月
28
日（
金
）

午
後
3
時
ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日

（
金
）か
ら
使
用
で
き
ま
す
。
な
お
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
な
ど

の
機
能
は
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴

い
、
12
月
28
日（
金
）午
後
8
時
〜
1

月
4
日（
金
）午
前
10
時
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
問
中
央
図
書
館
☎（
5
2
8
）

6
8
0
0

●
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム　

次
の
期
間

は
設
備
点
検
の
た
め
、
各
施
設
の
利

用
者
端
末
機
の
使
用
と
窓
口
で
の
本

申
請
手
続
き
等
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

▼
12
月
28
日（
金
）午
後
8
時
か
ら

（
2
時
間
程
度
）▼
12
月
29
日（
土
）〜

1
月
3
日（
木
）問
各
施
設
ま
た
は
生

涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
☎（
5
2
7
）

5
7
5
7

●
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー　

▼
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
教
育

相
談
、
そ
の
他（
施
設
貸
し
出
し
等
）

＝
年
内
は
12
月
28
日（
金
）ま
で
、
新

年
は
1
月
4
日（
金
）か
ら
▼
ま
ん
が

ぱ
ー
く
＝
休
み
な
し
問
子
ど
も
未
来

セ
ン
タ
ー
☎（
5
2
9
）8
6
8
2

●
く
る
り
ん
バ
ス
の
年
末
年
始
の
運

行　

12
月
31
日（
月
）〜
1
月
3
日

（
木
）は
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

時
刻
表
は
各
停
留
所
に
掲
示
し
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
問
立
川
バ
ス

上
水
営
業
所
☎（
5
3
6
）0
2
4
3

●
市
営
自
動
車
・
自
転
車
等
駐
車
場

　

年
末
年
始
も
通
常
通
り
利
用
で
き

ま
す
。
立
川
駅
南
口
臨
時
自
転
車
駐

車
場
も
24
時
間
利
用
で
き
ま
す
。
な

お
、
砂
川
自
転
車
等
保
管
所
は
12
月

29
日（
土
）〜
1
月
3
日（
木
）は
休
業

し
ま
す
問
交
通
対
策
課
・
内
線
2
2

8
5

●
立
川
市
斎
場（
葬
祭
業
務
）　

年
内

は
12
月
31
日（
月
）正
午
ま
で
、
新
年

は
1
月
4
日（
金
）か
ら
。
休
み
中
の

電
話
予
約
は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
、
年
末
年
始
以
外
の
電
話
予
約

は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
に
受

け
付
け
ま
す（
申
込
順
）。
受
付
時
間

終
了
後
は
空
き
状
況
の
確
認（
録
音

音
声
）が
で
き
ま
す
。
な
お
、
立
川

市
斎
場
で
は
、
市
営
葬
儀
や
自
宅
等

で
行
う
葬
儀
も
行
っ
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
立
川
市
斎
場
☎（
5
2
4
）1
9
9

8●
立
川
聖
苑（
火
葬
場
）　

年
内
は
12

月
31
日（
月
）午
前
11
時
30
分
ま
で
、

新
年
は
1
月
4
日（
金
）午
前
8
時
30

分
か
ら
。
年
内
の
申
し
込
み
は
12
月

31
日（
月
）正
午
ま
で
、
立
川
・
昭

島
・
国
立
聖
苑
組
合
☎（
5
2
2
）2

7
3
0
へ
。
休
み
中
の
予
約
受
付
は

同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約
に
は
聖

苑
組
合（
現
地
）で
の
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。

　

市
役
所
は
、
年
内
は
12
月
28
日

（
金
）ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日（
金
）

か
ら
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。
年
内

は
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
資
源
・
ご
み
は
収
集

日（
左
表
）を
確
認
し
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
窓
口
業
務　

▼
市
役
所
、
東
部
・

西
部
・
富
士
見
・
錦
連
絡
所
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
立
川
タ
ク
ロ

ス
1
階
）＝
年
内
は
12
月
28
日（
金
）

ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日（
金
）か
ら

●
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
証
明
発
行　

年
内
は
12
月
28

日（
金
）ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日

（
金
）か
ら
。
な
お
、
市
内
6
か
所
に

設
置
し
て
い
る
証
明
書
自
動
交
付
機

は
、
12
月
28
日（
金
）午
後
9
時
で
廃

止
し
ま
す（
東
部
連
絡
所
は
午
後
7

時
）問
市
民
課
管
理
係
・
内
線
1
3

6
0

●
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
な
ど　

年

末
年
始
の
期
間
中
、
婚
姻
・
出
生
・

死
亡
な
ど
の
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出

は
、
市
役
所
1
階
夜
間
・
休
日
受
付

窓
口
☎（
5
2
3
）2
1
1
1
で
受
け

付
け
ま
す
。

●
図
書
館　

年
内
は
12
月
28
日（
金
）

ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日（
金
）か
ら
。

年末年始の粗大ごみ・し尿くみ取り 問ごみ対策課 ☎（531）5518

地区

種類

《１地区》
富士見・柴崎
錦・羽衣

《２地区》
曙・高松・栄

《３地区》
若葉・幸・柏

《４地区》
緑・泉・砂川
上砂・一番・西砂

年内最終日 新年開始日 年内最終日 新年開始日 年内最終日 新年開始日 年内最終日 新年開始日

燃やせるごみ（有料） 12/31㈪ 1/ 7 ㈪ 12/31㈪ 1/ 7 ㈪ 12/28㈮ 1/ 4 ㈮ 12/28㈮ 1/ 4 ㈮

燃やせないごみ（有料） 12/25㈫ 1/16㈬ ─ 1/ 9 ㈬ 12/24（月・休） 1/16㈬ ─ 1/ 9 ㈬

プラスチック 12/28㈮ 12/25㈫ 12/27㈭ 12/31㈪

容器包装プラスチック 1/ 8 ㈫ 1/ 8 ㈫ 1/ 7 ㈪ 1/ 7 ㈪

製品プラスチック 1/16㈬ 1/ 9 ㈬ 1/16㈬ 1/ 9 ㈬

有害ごみ 12/26㈬ 1/ 9 ㈬ ─ 1/ 9 ㈬ ─ 1/ 9 ㈬ 12/26㈬ 1/ 9 ㈬

びん 12/26㈬ 1/ 9 ㈬ ─ 1/ 9 ㈬ ─ 1/ 9 ㈬ 12/26㈬ 1/ 9 ㈬

缶 ─ 1/10㈭ 12/25㈫ 1/10㈭ ─ 1/ 4 ㈮ 12/24（月・休） 1/ 4 ㈮

ペットボトル 12/25㈫ 1/ 4 ㈮ 12/28㈮ 1/ 4 ㈮ 12/31㈪ 1/10㈭ 12/27㈭ 1/10㈭

新聞・折込チラシ ─ 1/17㈭ ─ 1/17㈭ ─ 1/11㈮ ─ 1/11㈮

段ボール・茶色紙 12/26㈬ 1/ 4 ㈮ 12/26㈬ 1/ 4 ㈮ 12/26㈬ 1/10㈭ 12/26㈬ 1/10㈭
雑誌・本・雑がみ
牛乳等紙パック ─ 1/ 9 ㈬ ─ 1/16㈬ ─ 1/ 9 ㈬ ─ 1/16㈬

古布 12/28㈮ 1/11㈮ 12/28㈮ 1/11㈮ 12/27㈭ 1/17㈭ 12/27㈭ 1/17㈭

せん定枝 ─ 1/ 9 ㈬ 12/26㈬ 1/ 9 ㈬ 12/26㈬ 1/ 9 ㈬ ─ 1/ 9 ㈬

粗大ごみ
申し込み

年内収集の申し込みは終了しました。１月４
日㈮以降の収集申し込みは12月28日㈮午後４
時まで
申粗大ごみ収集受付専用電話
☎（531）5311へ

新年は
１月４日㈮
から

粗大ごみ
持ち込み

可
燃

清掃工場
（若葉町４‒11‒19）
☎（536）2921 年内は

12月28日㈮
午後４時まで不

燃

総合リサイクルセンター
（西砂町４‒77‒１）
☎（531）0950

せん定枝
持ち込み

年内は12月28日㈮午後４時まで
総合リサイクルセンター☎（531）0950へ

し尿浄化槽清掃
申し込み 年内実施分の申し込みは終了しました。新年

の申し込みは１月４日㈮から
申高杉商事☎042（321）2690へし尿くみ取り

申し込み

年末年始の資源・ごみの収集日〔12月24日（月・休）以降〕　─は年内終了　問ごみ対策課 ☎（531）5518

リサイクルショップ西砂（総合リサイクルセンター内）の営業は、年内は12月28
日㈮まで、新年は1月４日㈮から問リサイクルショップ西砂☎（569）3666

市
の
業
務
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始

ご注意ください
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

会
議
、
講
演
会
等
に
手
話
通
訳
等
を
希
望
す
る
方
は
開
催
1
週
間
前
ま
で
に
各
問
い
合
わ
せ
先
、
ま
た
は
下
記
フ
ァ
ク
ス
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Fax（
5
2
1
）2
6
5
3

技
能
功
労
者
褒
賞

　

12
月
3
日
、
同
一
の
業
種
に
30
年

以
上
従
事
し
た
60
歳
以
上
の
方
で
、

そ
の
優
れ
た
技
術
で
市
民
生
活
に
貢

献
さ
れ
た
方
に
対
し
技
能
功
労
者
と

し
て
褒
賞
を
授
与
し
ま
し
た
▼
狩
野

由
司（
電
気
工
事
士
）▼
苅
田
直
治

（
刀
剣
研
師
）▼
芝
野
俊
一（
自
動
車

車
体
整
備
・
修
理
・
鈑
金
職
）▼
萩

原
正
一（
造
園
・
植
木
職
）▼
藤
代
進

也（
大
工
職
）《
敬
称
略
・
五
十
音
順
》

問
産
業
観
光
課
・
内
線
2
6
4
4

正
月
三
が
日　

在
日
米
軍
横

田
基
地
に
飛
行
停
止
を
要
請

　

11
月
30
日
、
市
は
「
横
田
基
地
に

関
す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町
連
絡
協

議
会
」
を
通
じ
て
、
在
日
米
軍
横
田

基
地
と
国
に
、
正
月
は
一
年
の
門
出

を
祝
う
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
誰
も

が
騒
音
や
事
故
の
不
安
が
な
い
穏
や

か
な
正
月
を
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
、
正
月
三
が
日
の

飛
行
停
止
を
要
請
し
ま
し
た
。

問
企
画
政
策
課
・
内
線
2
6
9
1

障
害
基
礎
年
金
〜
受
給
に
は

ご
相
談
を

　

国
民
年
金
加
入
中
や
20
歳
前
に
初

診
日
が
あ
る
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
、

一
定
程
度
の
障
害
状
態
に
あ
る
場
合

は
、
請
求
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す（
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
）。

障
害
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。
相
談

に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
予
約
を
し
た

上
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
・
内

線
1
3
9
4
、
日
本
年
金
機
構
立
川

年
金
事
務
所
☎（
5
2
3
）0
3
5
2

公
開
す
る
会
議
日
程

　

市
は
、
審
議
会
な
ど
の
会
議
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
直
接
会

場
へ（
先
着
順
）。

●
教
育
委
員
会
定
例
会　

時
▽
1
月

10
日（
木
）午
後
1
時
か
ら
▽
1
月
24

日（
木
）午
後
1
時
30
分
か
ら
場
市
役

所
3
階
302
会
議
室
定
各
20
人
問
教
育

総
務
課
庶
務
係
・
内
線
2
4
6
5

●
総
合
教
育
会
議　

時
1
月
10
日

（
木
）午
後
3
時
30
分
か
ら
場
市
役
所

3
階
302
会
議
室
定
20
人
問
企
画
政
策

課
・
内
線
2
6
9
1

●
行
財
政
問
題
審
議
会　

時
1
月
10

日（
木
）午
後
7
時
か
ら
場
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
5
階
第
2
学
習
室
定
5
人

問
行
政
経
営
課
・
内
線
2
7
0
3

●
建
築
審
査
会　

時
1
月
15
日（
火
）

午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所
2
階
210
会

議
室
定
10
人
問
建
築
指
導
課
庶
務

係
・
内
線
2
3
3
1

●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

時

1
月
16
日（
水
）午
後
1
時
30
分
〜
3

時
場
市
役
所
1
階
101
会
議
室
定
15
人

問
保
険
年
金
課
業
務
係
・
内
線
1
3

9
0

●
地
域
福
祉
計
画
策
定
検
討
委
員
会

　

時
1
月
16
日（
水
）午
後
7
時
か
ら

場
市
役
所
1
階
101
会
議
室
定
5
人
問

福
祉
総
務
課
地
域
福
祉
推
進
係
・
内

線
1
4
9
2

●
生
涯
学
習
推
進
審
議
会　

時
1
月

21
日（
月
）午
後
7
時
か
ら
場
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
5
階
第
2
学
習
室
定
5

人
問
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
☎

（
5
2
7
）5
7
5
7

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会　

時
1
月

29
日（
火
）午
後
7
時
か
ら
場
泉
市
民

体
育
館
研
修
室
定
5
人
問
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎（
5
2
9
）8
5
1
5

東
京
の
民
生
委
員
制
度
誕
生

1
0
0
周
年

〜
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
地
域
の
つ
な
が
り
支
え
合
い

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
を
受
章

し
ま
し
た

　

11
月
12
日
に
平
成
30
年
秋
の
叙
勲

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
元
立
川
市
消

防
団
長
の
矢
島
茂
さ
ん
が
瑞
宝
単
光

章（
消
防
功
労
）を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
長
年
に
わ
た
る
消
防
団
員
と

し
て
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
11
月
14
日
に
は
市
長

へ
受
章
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

問
防
災
課
・
内
線
2
5
3
1

▷固定資産税・都市計画税第3期分▷国民
健康保険料第6期分▷後期高齢者医療保険
料第6期分▷介護保険料第6期分

12月25日火今月の
納期

納付書裏面等に記載の場所で納付してください問
市税＝収納課管理係・内線1240、国民健康保険
料＝保険年金課賦課係・内線1416、後期高齢者
医療保険料＝保険年金課賦課係・内線1406、介
護保険料＝介護保険課介護保険料係・内線1446

市
民
表
彰
・
自
治
表
彰

　

12
月
1
日
、
防
災
・
公
益
・
徳
行

な
ど
で
業
績
顕
著
な
方
や
団
体
を
、

市
表
彰
条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
し
ま

し
た
。

●
市
民
表
彰　

▼
森
谷
雅
美
・
桑
山

崇（
立
川
市
消
防
団
員
）▼
梅
田
初
枝

（
人
権
擁
護
委
員
）▼
原
田
文
江
・

磯
田
廣
己（
立
川
市
青
少
年
健
全
育

成
地
区
委
員
会
委
員
長
）▼
重
城
克

彦
・
矢
島
悟（
学
校
医
）▼
株
式
会
社

立
飛
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
徳
行
）

●
自
治
表
彰　

▼
太
田
光
久
・
梅
田

春
生
・
谷
山
恭
子（
立
川
市
議
会
議

員
）▼
佐
藤
み
ち
子（
監
査
委
員
）

《
敬
称
略
・
順
不
同
》

問
秘
書
課
・
内
線
2
7
5
7

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す

　

平
成
31
年
1
月
1
日
時
点
で
償
却

資
産（
土
地
や
家
屋
以
外
の
機
械
や

設
備
な
ど
の
事
業
用
資
産
）を
所
有

し
て
い
る
個
人
や
法
人
の
方
は
、
1

月
4
日（
金
）〜
31
日（
木
）〔
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
〕に
、
課
税

課
償
却
資
産
係（
市
役
所
1
階
38
番

窓
口
）へ
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
市
で
把
握
し
て
い
る
対

象
資
産
所
有
者
の
方
に
は
12
月
上
旬

に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
平
成
30
年

1
月
2
日
以
降
に
事
業
を
開
始
し
た

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市

で
は
e
L
T
A
X（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
電
子

申
告
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
償
却
資
産
係
・
内
線
1
2

2
8立

川
市
公
共
下
水
道
緑
川
幹

線
改
築（
更
新
）第
1
期
工
事

の
説
明
会

　

立
川
市
公

共
下
水
道
緑

川
幹
線
改
築

（
更
新
）第
1

期
工
事
に
関

す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま

す
。
直
接
会

場
へ
。
車
で

の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ

い
時
▽
1
月
9
日（
水
）午
後
7
時
〜

8
時
▽
1
月
12
日（
土
）午
前
10
時
〜

11
時
場
二
小
家
庭
科
室

問
下
水
道
工
務
課
・
内
線
2
2
2
7

市
長
選
挙
の
投
票
日
は
9
月

1
日（
日
）で
す

　

任
期
満
了（
平
成
31
年
9
月
7
日
）

に
伴
う
立
川
市
長
選
挙
の
日
程
は
▼

告
示
日
＝
8
月
25
日（
日
）▼
投
・
開

票
日
＝
9
月
1
日（
日
）に
決
ま
り
ま

し
た
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
内

線
1
6
3
1

　

東
京
の
民
生
委
員
制
度
が
誕
生
し

て
1
0
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。
民
生

委
員
は
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報

酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
任
期
は
3

年
で
す
。
一
定
の
区
域
を
担
当
す
る

民
生
委
員
と
、
担
当
区
域
を
も
た
ず

子
ど
も
に
対
す
る
支
援
を
専
門
に
行

う
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。
民
生

委
員
に
相
談
し
た
い
場
合
は
、
福
祉

総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
を
紹

介
し
ま
す
。
民
生
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

●
記
念
講
演
会
「
子
ど
も
を
理
解
す

る
力
」　

時
2
月
12
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時
場
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
ホ
ー
ル
師
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

支
援
士
・
堀
内
祐
子
さ
ん
定
90
人

（
申
込
順
）申
2
月
5
日（
火
）ま
で
に

福
祉
総
務
課
地
域
福
祉
推
進
係
・
内

線
1
4
9
2
へ

二小

東橋交差点

校舎

体育館

市道１級８号線（緑川通り）

説明会会場
家庭科室（１階）

施工箇所

市民表彰を受けられた皆さん
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中
学
生
の
主
張
・
作
文
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

中
学
生
の
主
張
大
会

　

第
38
回
中
学
生
の
主
張
大
会
が
11

月
３
日
、
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

市
内
中
学
生
３
１
７
４
人
の
応
募
か

ら
選
ば
れ
た
中
学
生
が
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
家
族
や
友
人
、
社
会
と

の
関
わ
り
の
中
で
気
付
き
、
考
え
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞

者
は
下
記
の
通
り
で
す
。《
敬
称
略
》

　

た
く
さ
ん
の
命
が
こ
の
一
つ
の
空
の

下
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人

一
人
の
思
い
や
行
動
が
繋
が
っ
て
、
海

の
向
こ
う
や
遠
い
国
の
誰
か
を
笑
顔
に

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
私
は
中
学
生

に
な
っ
て
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

私
の
通
う
中
学
校
で
は
、
毎
年
ユ
ニ

セ
フ
募
金
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
は

昨
年
、
部
活
動
の
仲
間
と
こ
の
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
先
生
方
も
そ
ば
で
見
守
っ

て
下
さ
っ
て
い
た
の
で
思
い
き
っ
て
大
き

な
声
で
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
抱
え
て
い
た
募
金
箱
に
初
め
て
募

金
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
は
、
人
の
温
か

さ
を
感
じ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

募
金
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
た
く
さ
ん
の
人
の
優
し
い
気
持
ち

を
直
接
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
募
金
し
て
下

さ
っ
た
方
々
の
優
し
さ
や
命
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
、
世
界
中
の
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
た
ち
に
届
く
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
他
に
も
自
分
に
で
き
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
春
、
一
冊
の
本
を

読
み
、
ラ
ン
ド
セ
ル
ギ
フ
ト
と
い
う
取

り
組
み
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
キ

ラ
キ
ラ
と
し
た
笑
顔
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を

抱
き
し
め
て
い
る
女
の
子
の
写
真
が
あ

り
、
心
が
ひ
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
ギ
フ
ト
と
は
、
私
た
ち

が
６
年
間
使
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
日
本

か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
贈
る
活
動
で

す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
全
て
の
子

ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
る
環
境
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
を
助
け
て
働
い
て

い
る
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

日
本
か
ら
届
い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
の
宝
物
に
な
り
、
学

校
で
学
ぶ
き
っ
か
け
に
も
な
る
そ
う
で

す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち

は
、
周
り
の
人
を
助
け
、
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
な
が
ら
学
校
で
学
ん
で

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
周
り
の
人
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
自
分
の
命
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

私
は
そ
ん
な
風
に
命
の
こ
と
を
思
い
、

　

一
つ
一
つ
の
小
さ
な
行
動
が
繋
が
っ

て
い
け
ば
、
世
界
中
が
笑
顔
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
今
、
中

学
生
で
す
。
だ
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
金

を
寄
付
し
た
り
、
被
災
地
に
行
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
こ
と
も
海
外
で

活
動
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
中
学

生
の
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
命
の
尊
さ
を
心
を
込
め

て
考
え
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り

ま
す
。

　
「
私
が
生
き
て
い
る
今
日
は
、
生
き

た
い
と
願
い
な
が
ら
そ
れ
が
叶
わ
な
か

っ
た
誰
か
の
今
日
か
も
し
れ
な
い
。」

と
い
う
言
葉
で
す
。
私
は
こ
の
言
葉
を

ず
っ
と
大
切
に
し
て
、
大
人
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
世
界
中
の
命
が
繋
が
っ

て
い
る
こ
と
を
絶
対
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
中
学
生
の
今
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
心
を
込
め
て
考
え
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼
市
長
賞
＝
張
替
望
恵（
七
中
２
年
）

▼
議
長
賞
＝
富
樫
陽
菜
子（
三
中
３

年
）、
佐
藤
澄
佳（
一
中
１
年
）▼
教

育
長
賞
＝
野
村
未
恭（
二
中
３
年
）、

野
村
奈
夕（
四
中
３
年
）▼
特
別
賞
＝

鈴
木
康
太（
五
中
３
年
）、
常
盤
奏

（
二
中
３
年
）▼
青
少
年
問
題
協
議
会

会
長
賞
＝
大
田
夏
帆（
八
中
２
年
）、

山
下
菜
絵（
四
中
３
年
）、
佐
藤
ほ
の

（
二
中
１
年
）、
高
橋
綺
星（
九
中
１

年
）、
加
藤
結
愛（
二
中
１
年
）、
淺

井
紗
和（
三
中
１
年
）、
川
田
彩
可

（
一
中
２
年
）、
葛
西
知
夏（
六
中
２

年
）

問
子
ど
も
育
成
課
青
少
年
係
・
内
線

1
3
0
5

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
の
標
語
」表
彰

　

次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

税
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
市
内
の
中
学
生
が
受
賞

し
ま
し
た
。 

《
敬
称
略
》

●
税
に
つ
い
て
の
作
文　

▼
市
長
賞

＝
筒
井
ゆ
り
乃（
七
中
3
年
）▼
教
育

長
賞
＝
鈴
木
瑠
夏（
八
中
3
年
）

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係
☎（
5

2
8
）4
3
1
9

立
川
市
立
小
学
校
連
合
展
覧

会（
書
写
展
）

　

市
立
小
学
校
全
校
か
ら
児
童
の
選

り
す
ぐ
り
の
書
写
作
品
な
ど
約
2
0

0
0
点
を
展
示
し
ま
す
。
立
川
ろ
う

学
校
の
児
童
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
時
1
月
24
日（
木
）〜
27

日（
日
）、
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
場

た
ま
し
ん
R
I
S
U
R
U
ホ
ー
ル
地

下
展
示
室

問
指
導
課
指
導
係
・
内
線
2
4
8
7

氏名《敬称略》学校学年 受賞

玉川　桃子 二中３年 市長賞、立川地区人権擁護委員会最
優秀賞、東京都大会作文委員会賞

高木柚実凪 七中２年 立川地区人権擁護委員会優秀賞、
東京都大会作文委員会賞氏原　　優 二中２年

小梛　愛実 五中２年

立川地区人権擁護委員会入選、
多摩西人権擁護委員協議会長賞

宮﨑　　心 二中２年
尾久歩優羽 五中２年
伊藤　有為

七中２年
本田あおは
岡村　陸朗

二中２年 立川地区人権擁護委員会佳作
水谷　悠里

第38回中学生の主張大会

尊い命は繋がっている
張替望恵（七中２年）

市長賞

ご
み
処
理
優
良
事
業
所
を
募
集

　

市
は
、
事
業
系
ご
み
の
減
量
や
資

源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ご
み
の
減

量
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
事
業
所
を
優
良
事
業
所
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
38
項
目
の

認
定
基
準
の
う
ち
、
8
項
目
以
上
を

満
た
せ
ば
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
は
、
認
定

証
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
そ
の
取
り
組
み
等

を
紹
介
し
ま
す
。
実
施
要
項
な
ど
く

わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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石
油
ス
ト
ー
ブ
は
灯
油
を
抜

い
て
粗
大
ご
み
で

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
通
常
の
ご
み

の
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
事
前
に

粗
大
ご
み
収
集
受
付
専
用
電
話
☎

（
5
3
1
）5
3
1
1
に
申
し
込
ん
で
、

灯
油
を
す
べ
て
抜
い
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
灯
油
が
残
っ
て
い
る
と
、
収

集
・
処
理
の
際
、
発
火
す
る
恐
れ
が

あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　

灯
油
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
少
量

な
ら
古
布
や
古
紙
に
し
み
こ
ま
せ
て

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
多
量
な
ら
購
入
し
た
店
舗
に

引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
ご
み
対
策

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
引

き
取
り
業
者
を

ご
案
内
し
ま
す
。

直
接
、
総
合
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
へ
持
ち
込

む
場
合
も
灯
油

は
す
べ
て
抜
い

て
く
だ
さ
い
。
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●
税
の
標
語　

▼
市
長
賞
＝
江
森
颯

汰（
七
中
1
年
）〔
左
記
参
照
〕

そ
の
税
が
僕
ら
の
暮
ら
し
に

生
き
て
い
く

問
課
税
課
諸
税
係
・
内
線
1
2
0
1

全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト

　

中
学
生
が
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を

考
え
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
市

内
中
学
生
が
下
表
の
通
り
入
賞
し
、

立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
に
よ
る

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

立川市人権作文表彰式の様子

学
校
に
通
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
ギ
フ
ト

の
活
動
に
参
加
し
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
家
族
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を

伝
え
た
ら
、
母
は
「
遠
い
国
で
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
子
ど
も
の
姿
を
見

送
る
幸
せ
な
お
母
さ
ん
が
増
え
る
の

は
す
ご
く
嬉
し
い
。」
と
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
兄
と
姉
は
自
分
た
ち
の
ラ
ン

ド
セ
ル
も
寄
付
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
、

三
人
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を
綺
麗
に
磨
き
ま

し
た
。
父
は
一
緒
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

へ
送
る
手
続
き
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

家
族
み
ん
な
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
話

を
し
な
が
ら
準
備
を
し
ま
し
た
。
自
分

の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
ど
も
た
ち
に
届
き
、
笑
顔
や
夢
に
繋

が
る
ん
だ
と
思
う
と
、
と
て
も
わ
く
わ

く
し
ま
す
。
海
の
向
こ
う
の
国
で
、
私

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
大
切
に
使
っ
て
く
れ

る
誰
か
が
い
る
と
思
う
と
、
あ
の
時
行

動
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。
何
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
思

う
気
持
ち
を
形
に
で
き
る
機
会
に
出
会

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

　

　市図書館では、１月４日㈮から、「ナクソス・ミュージック・ライ

ブラリー」というクラシック音楽を中心としたインターネット音楽配

信サービスを導入します。

　このサービスは、CD12万5,000枚、190万曲以上のクラシック音源

を、パソコン、スマートフォン、タブレット等の再生機器でいつでも、

どこでも楽しむことができます。スマートフォンに対応している公共

図書館は都内で初となります。なお、中央図書館３階情報検索コーナ

ーで試聴ができます。

　平成３年に立川市と姉妹都市提携を結んだ長野県大町

市は、北アルプスの麓の雄大な自然に囲まれた美しいと

ころです。冬は、雪や氷がもたらす美しい景色やウイン

タースポーツを楽しむことができます。大町市の冬の魅

力を味わってみませんか。

▶利用方法=図書館利用カードを持って、お近くの図書館の窓口にお越
しください。IDとパスワードをお渡しします。このIDとパスワードで「ナ

クソス・ミュージック・ライブラリー」のホームページにログインします。

IDとパスワードは初回ログインから14日間利用できます。

▶利用要件=市内在住・在勤・在学で有効な図書館利用カードをお持
ちの個人利用者

問中央図書館☎（528）6800

対市内在住・在勤・在学の方時１月17日㈭午後２時～３時場中

央図書館定20人（申込順）持スマートフォン、タブレット、ヘ

ッドホン（お持ちの方）申１月８日㈫午前10時から中央図書館
☎（528）6800へ

ナクソス・ミュージック・ライブラリー体験会

　楽しく一日たっぷり遊んだら、温

泉でじっくり温まろう。泉質自慢の

温泉につかれば冷えた体もポッカポ

カ。

問大町市観光協会☎0261（22）0190

　大町市内のスキー場（鹿島槍スキー場、爺ガ

岳スキー場）で今シーズン使えるペアリフト１日

券を10組20人の方にプレゼントします（抽選）。

▶対象＝市民の方▶応募方法＝１月11日㈮〔消
印有効〕までに、はがきに住所、氏名、年齢、「広報たちかわ」へのご

意見を書いて広報課（〒190-8666住所記入不要）へ〔応募は１人につき

１枚〕。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

問広報課・内線2745

　立川市・大町市観光情報プラザ（信濃大町アルプスプラザ）では、大

町市や立川市のお土産品やお惣菜、大町産の新鮮な野菜や果物などを

販売しています。イートインスペースでは、お惣菜や、おやきなどを

味わうことができます。

▶所在地＝柴崎町３-14-３▶営業時間＝午前11時～午後７時▶休業
日＝日曜日、１月１日（火・祝）～６日㈰〔12月31日㈪は午後５時まで。
１月７日㈪は特産品販売のみ。お惣菜の販売は１月８日㈫から〕

問立川市・大町市観光情報プラザ☎（519）3086

　木崎湖では、雪、雨、風を防い

でくれるドーム船でワカサギ釣り

を楽しむことができます。寒い冬

でも快適です。

問牡丹屋☎090（2215）9251、
木崎湖POW WOW☎090
（7266）0085

●光の森のページェント　大小さまざまな
500個の光のハート（日本最多）が公園を彩り

ます時１月６日㈰まで、午後４時～９時（国

営アルプスあづみの公園の休園日を除く）場

国営アルプスあづみの公園大町・松川地区

（長野県大町市常盤7791-４）

●夢花火と音の祭典2019　冬の夜空に打ち
上がる花火と太鼓の音の共演を楽しめます時

２月２日～23日の土曜日、午後８時から場

大町温泉郷（長野県大町市平大町温泉郷）

問大町市観光協会☎0261（22）0190

　雪の上を歩く道具のスノーシュ

ーやかんじきを装着して歩き、大

自然を味わいます。初級は北アル

プス山麓の里山を歩くコース、中

級はスキー場の最上部から歩くコースです。

問▷里山コース＝ぐるったネットワーク大
町☎090（4161）3705▷スキー場コース＝
鹿島槍スキー場☎0261（23）1231



7 平成30年（2018年）12月25日平成30年（2018年）12月25日 立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎（523）2111（代表）  Fax（521）2653 6

職員の服務の状況

職員の給与の状況職員の任免および職員数に関する状況

職員の競争試験および選考の状況

公平委員会の業務の状況職員の分限および懲戒処分の状況

●適正な定員管理に向けた取り組み
　平成12年度からの、３次にわたる行財政に関する推進計画や、平成
27年度に策定した「立川市行政経営計画」に基づき、指定管理者制
度の導入、民間委託や民営化の推進、事務事業の効率化などにより定
員適正化に努めてきました。この結果、職員定数条例上の職員定数は、
平成30年４月１日には1,036人となりました。今後も人件費抑制の視
点を持ち行政課題を見据えた上で、適正な定員管理に取り組みます。

　職員には、地方公務員法をはじめとする関係法令で、全体の奉仕者
として職務を遂行するに当たって守るべき義務や規律が課せられてい
ます。
　さらに、立川市では、公正性・透明性を高め、市民の信頼と負託に
応えるために、コンプライアンス（法令・倫理順守）の確保に努めてい
ます。

職員の研修および人事評価の状況
●人材育成基本方針の策定
　職員一人ひとりが意欲を持って職務に取り組み、時代の要請に応え
うる人材を計画的かつ積極的に育成するために、平成18年９月に「立
川市職員人材育成基本方針」を策定、平成27年５月に改定しました。
この中で、目指すべき職場像として「自律し、協働し、人を活かす職
場」を、目指すべき職員像として「自信と誇りを持って、自ら考え、市
民の立場に立って、凛として行動する職員」を掲げ、その実現に向けて
研修制度や人事管理制度に関する諸施策に取り組んでいます。

　公務員として労働基本権の一部が制約されている職員の適正な勤務
条件を確保し、また、身分保障を担保するために、中立的機関の公平
委員会が置かれています。職員は公平委員会に、勤務条件についての
措置要求や懲戒その他意に反する不利益な処分に関する不服申し立て、
人事管理に関する苦情相談を行うことができます。
　平成29年度の新規申立件数は0件でした。

●人事評価の状況
　地方公務員法第23条の２の規定に基づき、全職員を対象とした人事
評価を年１回実施しています。この制度は、職員の能力・業績を公正
に把握するためのもので、上司との面談や仕事の振り返りを通じて人材
育成に活用しています。また、各年度の評価結果を翌年度の勤勉手当
の成績率や昇給に反映します。
　今後も、人事評価制度を人材育成や任用、給与、分限その他の人事
管理の基礎として活用し、組織の活性化を図ります。

　立川市の職位は、部長—課長—係長
—主任—係員となっています。そのう
ち、主任職と課長職への昇任について
試験制度を導入しています。

●部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成29年 平成30年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会 9人 9人 0人

課付職員の増、計画策定業務、
臨時・非常勤制度整備、戸籍業
務増、欠員の補充等による増。
市立保育園民営化、その他業
務の見直し等による減。

総　務 228人 237人 9人
税　務 71人 72人 1人
民　生 313人 299人 △14人
衛　生 67人 68人 1人
労　働 1人 1人 0人
農林水産 5人 5人 0人
商　工 7人 7人 0人
土　木 86人 90人 4人
計 787人 788人 1人

教育部門 179人 175人 △4人 課付職員の減等による減。
小　計 966人 963人 △3人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

下水道 31人 33人 2人
再任用短時間勤務職員の正規
化、フルタイム化その他 63人 63人 0人

小　計 94人 96人 2人
合　計 1,060人 1,059人 △1人

注：職員数は一般職に属する職員数で、市職員の身分を保有する休職者を含み、
他自治体等への一部の派遣職員、再任用短時間勤務職員、臨時または非常勤
職員を除いています。

●人件費の状況（普通会計決算）
住民基本
台帳人口 歳出額（A）	 実質収支 人件費（B）	 人件費比率（B）/（A）	

〈参考〉
平成28
年度人件
費比率平成

29年度
平成30年１
月１日現在
182,658人

71,466,326
千円

3,913,244
千円

9,894,417
千円 13.84％

13.34％

●職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（A）	

給　　与　　費 〈参考〉1人当
たり給与費
（B）/（A）	給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

平成
30年度 960人 3,734,879

千円
1,140,192

千円
1,678,050

千円
6,553,121

千円
6,826
千円

注：職員手当には退職手当は含まれていません。給与費は当初予算に計上された
額です。

●職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況（平成30年4月1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
立川市 43.2歳 325,958円 435,089円 49.0歳 324,145円 386,018円
東京都 41.5歳 314,490円 444,592円 49.7歳 292,009円 391,826円
注：「平均給与月額」とは、給料に諸手当を加えたものの平均月額です。

●職員の初任給の状況 （平成30年4月1日現在）
立川市　初任給 東京都　初任給 国　初任給

一般行政職 大学卒 182,700円 182,700円 総合職		183,700円
一般職		179,200円

高校卒 144,600円 144,600円 147,100円

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況	（平成30年4月1日現在）
経験年数
10年

経験年数
20年

経験年数
25年

経験年数
30年

一般行政職 大学卒 236,537円 323,402円 363,584円 385,798円
高校卒 ― 291,133円 329,475円 365,011円

技能労務職 全学歴 ― 263,511円 300,417円 323,116円
注：経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採用

後の年数をいうものです。

●一般行政職の級別職員数の状況 （平成30年4月1日現在）
5級 4級 3級 2級 1級

計標準的な
職務内容 部長・局長 課長・所長・館長・主幹 係長・主査 主任 主事

職員数 16人 61人 190人 254人 200人 721人
構成比 2.2％ 8.5％ 26.4％ 35.2％ 27.7％ 100％

参考 1年前の構成比 2.2％ 8.5％ 26.7％ 34.3％ 28.3％ 100％
5年前の構成比 2.1％ 8.1％ 26.5％ 37.0％ 26.3％ 100％

注1：立川市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。
　2：標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

●分限処分と懲戒処分の状況 （平成29年度）
分限処分 懲戒処分

降給 休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職
処分者数 0人 14人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
分限処分：勤務実績が良くない、心身の故障で職務の遂行に支障がある、刑事事

件で起訴された場合などで、職員が職責を十分に果たせないときに講
じられる処分

懲戒処分：法令違反や非行のあった職員の道義的責任を問うために講じられる処分

●職員採用・退職の状況 （平成29年度）

採用者
数

退職者
数 退職者内訳

定年 普通 分限 懲戒 失職 死亡
事　務　職 16人 ９人 １人 ８人 ０人 ０人 ０人 ０人
技　術　職 10人 15人 ５人 ９人 ０人 ０人 ０人 １人
技能労務職 ０人 5人 ４人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人
合　計 26人 29人 10 人 18 人 ０人 ０人 ０人 １人

●昇任試験の実施状況（平成29年度）
受験者数 合格者数

管理職 15人 7人
主　任 23人 7人

職員の休業の状況
●育児休業・部分休業の取得状況（平成29年度）

男 女 合計
育児休業 ９人 51人 60人
部分休業 ４人 36人 40人

注：人数には、平成29年度以
前から継続して取得して
いる職員を含みます。

職員の福祉および利益の保護の状況
●福利厚生制度
　立川市職員共済会を設置し、職
員の保健、元気回復その他厚生に
関する事業を行っています。共済
会で計画実施される事業は、職
員が負担する共済会費（給料の
1,000分の4に相当する額）と市か
らの交付金で運営されています。 ●公務災害補償制度

　職員の公務上や通勤途上での災
害に対して、地方公務員災害補償
法に基づき補償を行っています。

公務災害の発生状況	 （平成29年度）
発生件数

公務災害 10件
通勤災害 4件

●健康診断の実施状況（平成29年度）
人数

定期健康診断 521人
人間ドック 807人
VDT健康診断 192人

生活習慣病健康診断 188人
ストレスチェック 1,430人

注：嘱託職員等を含む。

職員共済会の運営状況	 （平成29年度）
会員会費 交付金 会員数
16,130千円 15,591千円 1,074人

年次有給休暇の取得状況（平成29年度）
平均取得日数
14.4日

注1：対象職員は、平成29年度全期間在
職者（育児休業・休職者等を除く）

　2：再任用短時間職員を除く

●休暇制度
　職員の休暇等の種類は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇に大別されます。

●その他の職員手当の状況 （平成29年度支給実績）
内　　容

扶養手当
配偶者10,000円（4級は8,000円）、その他の扶養親族8,000円
（4級は6,000円）、子9,400円（16歳～22歳の子4,000円加算）〔国
は配偶者10,000円、その他の扶養親族6,500円、子8,000円（16歳
～22歳の子5,000円加算）〕。5級は支給の対象外

地域手当 給料、扶養手当、管理職手当の合計額の12％。1人当たり平均
支給月額39,465円（国0％～20％）

住居手当 借家・借間に居住する生計中心者（管理職を除く）に限り12,000
円（国は家賃支払者に上限27,000円を支給）

通勤手当
交通機関運賃相当額、交通用具利用者には通勤距離に応じて支
給（国は交通機関利用者に上限55,000円、交通用具利用者には
距離に応じて支給）

管理職手当 部長職：給料額の20%、課長職：給料額の17%
時間外勤務手当 支給総額37,581万円、１人当たり平均支給月額35,109円

特殊勤務手当

５種類	 全職員に対する手当支給職員の割合8.0％
受給職員１人当たり平均支給月額3,787円

〈代表的な手当の名称〉
＊支給額が多く、多くの職員に支給されている手当
　福祉現業手当、滞納整理手当

●特別職の報酬等の状況
給料・報酬の月額

（平成30年4月1日現在）
期末手当

（平成29年度支給実績）
市　長

給料
1,041,000円

6月期　2.075月分
12月期　2.275月分

計　4.35		月分

副市長 901,000円
教育長 799,000円
議　長

報酬
662,000円

副議長 599,000円
議　員 555,000円

注：期末手当については20％の加算措置があります。

●退職手当の状況 （平成30年4月1日現在・月分）
立川市 東京都 国

普通 定年 普通 定年等 普通 定年等

支
給
率

勤続20年 23.0 23.0 23.0 23.0 19.6695 24.586875
勤続25年 30.5 30.5 30.5 30.5 28.0395 33.27075
勤続35年 43.0 43.0 43.0 43.0 39.7575 47.709
最高限度額 43.0 43.0 43.0 43.0 47.709 47.709
その他
加算措置

定年前早期退職特例
措置（2％～20％加算）

定年前早期退職特例
措置（2％～20%加算）

定年前早期退職特例措
置（2％～45%加算）

注：平成29年度に退職した職員１人当たりの平均支給額は、普通退職で640万
円、定年退職で2,220万円です。

●期末手当・勤勉手当の支給状況 （平成29年度支給割合・月分）
立川市 東京都 国

期末 勤勉 計 期末 勤勉 計 期末 勤勉 計
6	月期 1.225 0.90 2.125 1.225 0.90 2.125 1.225 0.85 2.075
12月期 1.375 1.00 2.375 1.375 1.00 2.375 1.375 0.95 2.325

計 2.6
（1.45）

1.9
（0.90）

4.5
（2.35）

2.6
（1.45）

1.9
（0.90）

4.5
（2.35）

2.6
（1.45）

1.8
（0.85）

4.4
（2.30）

職務上
の加算
措置

職位に応じて5％～20％
の加算あり

職制上の段階、	職務の級
等による加算措置あり

職制上の段階、	職務の級
等による加算措置あり

注：（　）内の数字は、平成29年度の再任用職員に係る支給割合です。

●職員研修の実施状況 （平成29年度）

　「立川市職員人材育成基本方針」に基づき、目指すべき職場像と職員
像の実現に向け、職員の意識啓発・能力向上や職員の能力が最大限に
発揮される職場づくりを目標に施策を展開しています。

受講者
延べ人数 概　　要

一般研修 417人 新任職員・主任・係長・部課長等の階層別研修
特別研修 2,870人 行政各分野の課題、救命講習　ほか
実務研修 2,236人 行政研修、会計研修、情報セキュリティ研修　ほか
職場研修 670人 業務上必要な知識の習得を図る研修
派遣研修 430人 東京都市町村職員研修所、自治大学校等への派遣研修
自主研修 41人 通信教育研修、資格取得助成制度
計 6,664人 ─

●職員採用試験の実施状況 （平成29年度）

人事行政の運営等の
状況を公表します
問人事課人事係・内線2574

　市は、「立川市人事行政の運営等の状況の公
表に関する条例」に基づき、人事行政の運営に
関する状況等について、市民の皆さんにお知
らせします。市職員の給与や定員数、勤務条
件や研修、福利厚生の状況など人事行政全般
について公表することで、公正性と透明性を
確保し、適正な運営に努めてまいります。

平成29年度採用	 （平成29年７月実施）
受験者数 合格者数

保育士 10人 １人

平成30年度採用	（平成29年11月実施）
受験者数 合格者数

一般事務
（身体障害者）		 ０人 ０人

保健師 ７人 ２人平成30年度採用	（平成29年７月実施）
受験者数 合格者数

一般事務 206人 ２人
一般事務
（新方式）	 124人 ５人

土木技術 11人 ３人
建築技術 ５人 １人
電気技術 14人 ５人

平成29年度採用	（平成29年５月実施）
受験者数 合格者数

一般事務
（経験者）	 29人 ５人

土木技術 １人 ０人
建築技術 ３人 １人
保健師 ４人 １人

特別休暇	 （平成29年度）
付与日数・期間等

公民権行使等休暇 必要と認められる期間
産前産後休暇 出産の前後16週間（多胎妊娠の場合は24週間）
妊娠症状対応休暇 1回の妊娠について２回まで、合計10日以内
早期流産休暇 流産した日の翌日から起算して引き続く７日以内
育児時間 1日２回、合計90分以内
出産介護休暇 ２日以内
育児参加休暇 ５日以内
子どもの看護休暇 1の年度を通じ５日以内（子が2人以上は10日以内）
短期の介護休暇 1の年度を通じ５日以内（要介護者が2人以上は10日以内）

慶弔休暇
１）職員が結婚する場合：引き続く７日以内
２）職員の親族が死亡した場合：親族等の区分に応じ、１日～10日
以内

３）職員の父母の追悼のための特別な行事を行う場合：１日
夏季休暇 7月から9月までの期間に５日以内
生理休暇 必要と認められる期間
母子保健休暇 妊産婦の健診１回につき１日
妊婦通勤時間 勤務時間の始め、または終わりにおいて１日につき１時間
災害休暇 現住居が滅失、または損壊した日から起算して７日以内
事故休暇 必要と認められる期間

ボランティア休暇 1の年度を通じ５日以内

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
●職員の勤務時間（標準的なもの）
1週間の
勤務時間

1日の
勤務時間

勤務時間の割り振り 週休日始業 終業 休憩時間
38時間45分 7時間45分 午前８時30分 午後5時15分 正午～午後1時 土曜・日曜日



健康

スポーツ

知っておきたい健康講座～ロ
コモ予防とフレイル予防

いつまでも健康で長生きできるように、
ロコモティブシンドローム（運動器症
候群）とフレイル（虚弱）の予防法につ
いて講義と実技で学びます。企画・運
営は健康ささえ隊の皆さん対市民の
方時1月21日㈪午前10時～11時30
分場健康会館師理学療法士・安川生
太さん定20人（申込順）持運動しやす
い服装申12月25日㈫から健康推進
課地域支援係☎（527）3632へ

無料で歯科健診が受けられます

歯周組織の検査や
現在歯の確認をす
る無料歯科健診が
年度に1回、指定医
療機関で受診でき

ます。75歳以上の方は飲み込みの力
などもチェックします対20歳以上の
市民の方（歯科で治療中の方は除く）
申電話、または電子申請で健康推進
課予防健診係☎（527）3272へ。指定
医療機関で直接申し込みもできます。
指定医療機関は、市ホームページを
ご覧ください。

2年に1度、子宮頸がん・乳
がん検診を受診しましょう

対象者や検診内容などは右表の通り。
住民税非課税世帯、生活保護世帯等
の方には費用の免除制度があります。
乳がん検診は、次の方は受けられませ
ん▶妊娠中の方▶授乳中の方▶乳房
疾患で治療中や経過観察中の方▶乳
房内に人工物が入っている方申希望
検診名（①子宮頸がんのみ②乳がん
のみ③両方）、住所、氏名（ふりがな）、
生年月日、電話番号を書いて郵送、ま
たは電子申請で健康推進課予防健診

休日・夜間診療
休日急患診療所（内科・小児科）
 ☎（526）2004
健康会館1階
▷日曜日・祝日=午前9時～午後8時45分（受付時間）

歯科休日応急診療所 ☎（527）1900
健康会館2階
▷日曜日・祝日=午前9時～午後4時45分（受付時間）

立川市・立川病院 こども救急室
 ☎（523）2677
共済立川病院内
▷月曜～金曜日（祝日を除く）
　=午後7時30分～10時（受付時間）

24時間電話案内
医療機関案内「ひまわり」 ☎03（5272）0303
救急相談センター ☎（521）2323
※携帯電話・プッシュ回線からは
☎＃7119も利用できます。

保険証を
忘れずに

 泉市民体育館 ☎（536）6711

○1月14日・19日は大会のため、体育室の個人利用はできません。
●第1体育室（卓球・バドミントン・ミニテニス）＝5日・9日・13日・16日・23日・
30日
●第2体育室▶卓球・バドミントン＝7日・21日・27日・28日(27日は全日、
27日以外は午前・午後Ⅰのみ)▶バスケットボール＝7日・21日・28日(午後Ⅱ・
夜間のみ)

○1月7日（第１月曜日）は無料の個人開放日です。
●第1体育室（バドミントン・ミニテニス）●第2体育室（卓球）＝いずれも4日・
7日・11日・12日・18日・20日・25日・26日(20日は第2体育室のみ)
●第1体育室（バスケットボール）＝28日（夜間は午後9時30分まで）

 柴崎市民体育館 ☎（523）5770

▶午前＝午前9時～午後0時30分▶午後Ⅰ＝午後
0時30分～4時▶午後Ⅱ＝午後4時～7時30分
▶夜間＝午後7時30分～11時1月の個人利用日

市民体育館

市民体育大会の結果

●バドミントン（地区対抗の部）　▶
男子▷優勝＝富士見町体育会▷準優
勝＝若葉町体育会▷第3位＝砂川体
育会▶女子▷優勝＝幸町体育会 ▷準

優勝＝砂川体育会▷第3位＝錦町体
育会 
●陸上（地区対抗の部）　▶男子▷優
勝＝錦町体育会▷準優勝＝若葉町体
育会▷第3位＝高松町体育会▶女子
▷優勝＝若葉町体育会▷準優勝＝錦
町体育会▷第3位＝柴崎町体育会
●バレーボール（地
区対抗の部）　▶男
子▷優勝＝砂川体育
会▷準優勝＝羽衣町
体育会▷第3位＝栄
町体育会
問立川市体育協会☎（534）1483

係〔〒190-0011高松町3-22-9健康
会館内〕☎（527）3272へ。申し込んだ
方には受診票を郵送します。

子宮頸がん・乳がん検診の無料
クーポン券などを送付しました

平成29年４月２日～平成30年４月
１日の間に次の年齢になった女性市

民の方に各検診を無料で受けられる
クーポン券などを６月下旬に送付し
ました。積極的に検診を受けましょう
▶子宮頸がん検診＝20歳▶乳がん検
診＝40歳問健康推進課予防健診係☎
（527）3272

募集

心身障害者タクシー・ガソリン
費助成事業の新規協力事業者

平成31年度から、心身障害者タク
シー・ガソリン費助成事業に協力して
いただける事業者を募集しています。
協力事業者は、事前に市と協定を締
結する必要があります。くわしくは、市
ホームページをご覧ください問障害
福祉課・内線1519

立川市地域文化振興財団職員

平成31年度採用の職員を募集しま
す。くわしくは「立川市地域文化振興
財団」のホームページをご覧ください
▶業務＝文化芸術の鑑賞・普及・支援、
地域コミュニティの振興に関する事
業の企画・運営等▶応募資格＝昭和
62年4月2日以降生まれで普通自動
車運転免許（AT限定可）を所持し、業
務で運転できる方等▶採用人数＝1人
（選考） ▶申込書・試験案内＝同財団
事務室（たましんRISURUホール内）、
市役所1階総合案内、窓口サービスセ
ンター（立川タクロス1階）、女性総合
センター1階で配布（同財団のホーム

ページからダウンロードも可）▶申込
期日＝1月18日㈮〔必着〕問立川市地
域文化振興財団☎（526）1312

市消防団員

消防団は、五日市街道を中心に第一
分団～第十分団（168人）で組織し、
市内全域で災害から皆さんを守るた
めに活動しています。募集内容などく
わしくはお問い合わせください問防
災課・内線2531

たまロボットコンテスト参加者

第18回たま工業交流展では、「たま
ロボットコンテスト」の参加者を募集
します。使用する機材（オリジナルプ
ロッチ）は当日配布し、プログラミン
グ講座の後、センサを使う競技を行
います。くわしくは「たま工業交流展」
のホームページをご覧ください▶申
込期間＝1月10日㈭～2月1日㈮対小
学4年生～中学生（2人1組。小学生は

親子のペア）時2月23日㈯午前10時
～午後4時場都立多摩職業能力開発
センター（昭島市東町3-6-33）定30
組程度（抽選）問たま工業交流展実行
委員会〔立川商工会議所内〕☎（527）
2700、市産業観光課・内線2645

子宮頸がん検診 乳がん検診

対
象
者

受診日現在20歳
以上の女性市民の
方で、昨年度の市
の子宮頸がん検診
を受けていない方

受診日現在40歳
以上の女性市民の
方で、昨年度の市
の乳がん検診を
受けていない方

検
診
内
容

頸部細胞診（医
師の判断で体部
細胞診も）

マンモグラフィ
（必要に応じて自
己検診法指導）

負
担
額

頸部1,000円、
頸部と体部
2,000円

1,000円

受
診
期
間

２月28日㈭までに、市内の指定医
療機関で受診してください

食べ物を飲み込む動きがう
まくいかないことを、嚥下

障害といいます。嚥下障害が起こる
と、食べものが気道に入ってむせこ
み、窒息することもあります。
　嚥下障害は、50歳前後から誰にで
も起こります。また、年齢とともに、
咳をしたり痰を吐き出したりする力が
弱くなっていくので、むせこみやすく
なります。アメリカの第43代大統領
ジョージ・Ｗ・ブッシュは、55歳の
ときプレッツェルを喉に詰まらせ、一
時意識不明になりました。
　食べ物が気道に入ると、細菌も一

A

Q
緒に入って誤嚥性肺炎を起こしやすく
なります。食事の際は、慌ててかき込
まず、ゆっくりひと口分の食べ物を何
度かに分けて嚥下するようにします。
食後は毎回きちんと歯磨きをし、いつ
も口の中をきれいにしておきましょう。
　飲み込む力を高めるために、舌や
口の周りの体操や、呼吸・発声の訓
練をすることも効果的です。
　お薬に関しては、嚥下障害を起こ
さないように飲みやすくする工夫がさ
まざまに提案されています。薬剤師
にお尋ねください。
 《立川市薬剤師会・加賀美宏次》

嚥
えん

下
げ

障害とはどういうものでしょうか?

健康 AQ & 546

健康日程表

●栄養相談　管理栄養士が相談に応じます。
　受付時間＝１月８日㈫午前９時20分～10時50分
●総合健康相談　医師・保健師・管理栄養士が相談に応じます。
　受付時間＝１月17日㈭午後１時20分～２時50分

①健康相談　個別予約制（1人30分）。電話で健康推進課へ。会場は健康会館

●砂川学習館＝１月９日㈬ ●健康会館＝１月30日㈬
●西砂学習館＝２月６日㈬ ●健康会館＝２月27日㈬
保健師・助産師・心理相談員・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
心理相談員の相談は、原則予約制。空きがある場合は、当日受付可。
１月30日、2月27日の午前10時～10時30分は、9～11か月児を対象とした
離乳食後期教室を開催。直接会場へ。

②親と子の健康相談　直接会場へ▶受付時間＝午前９時30分～１0時45分

健康診査は、該当月齢の翌月です。対象者には、個別に通知します。通知の届
いていない方はお問い合わせください。集団健診のため、発熱や体調不良、感
染症にかかっている場合はご遠慮ください。次回日程についてはご相談を。

③乳児（３～４か月児）・１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健康診査

各相談・健康診査の会場の駐車場は台数に限りがありますので、できるだけ公共
交通機関をご利用ください問健康推進課①☎（527）3272、②③☎（527）3234

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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子育て中の方のための就職に
役立つパソコン講習（初級）

市とマザーズハローワーク立川の共
催対子育て中で、再就職を目指してい
る方（ほかにも要件があります）時1
月28日㈪～2月1日㈮、午後1時15分
～5時（全5回）場女性総合センター定
20人（抽選）保18人（6か月～学齢前）
申1月8日㈫・9日㈬に直接、マザーズ
ハローワーク立川〔曙町2-7-16鈴春
ビル5階〕☎（529）7465〔午前10時
～午後6時〕へ問市男女平等参画課☎
（528）6801

市民企画講座スタッフを募集

たちかわ市民交流大学の講座の企
画・運営や、情報誌「きらり・たちかわ」
の取材・編集などを行うボランティア
組織「市民推進委員会」で一緒に活動
する方を募集しています。講座当日の
お手伝いなど、気軽に参加できるサ
ポーター制度もあります。くわしくは、
各地域学習館、生涯学習推進センター
（女性総合センター1階）で配布して
いる案内書をご覧ください問市民交

流大学市民推進委員会事務局〔生涯
学習推進センター内〕☎（528）6872

シルバー人材センター入会説
明会

対市内在住の57歳以上の方時・場▷
1月15日㈫・26日㈯＝砂川学習館▷1
月16日㈬＝シルバー人材センター柴
崎本部（柴崎町1-17-7）▷1月28日
㈪、2月3日㈰＝女性総合センター、い
ずれも午後1時30分から申前日まで
にシルバー人材センター柴崎本部☎
（527）2204へ

介護予防教室「認知症と心の
世界」

認知症の方の心の世界を知り共有
します対65歳以上の市民の方時1月
18日㈮午後2時～3時30分場子ども
未来センター師認知症看護認定看
護師・神山和子さん、精神保健福祉
士・黒田美奈子さん定30人（申込順）
申南部東はごろも地域包括支援セン
ター☎（523）5612へ

スポーツを通じた地域経済活
性化～スポーツが変える、未
来を創る

スポーツを核とした
地域活性化に向けた
取り組みなどについ
て、話を聞きます。
手話通訳、車椅子席
あり。市と自治大学校の共催対市内
在住・在勤・在学の方時1月23日㈬
午後６時30分～８時場自治大学校
（緑町10-1）師スポーツ庁長官・鈴
木大地さん定100人（申込順）申1月
15日㈫までに氏名、連絡先を書いて
ファクス、またはEメールで自治大学
校☎（540）4500Fax（540）4510 e ji
tidai-shomu@soumu.go.jpへ。定員
を超えた場合のみ連絡します問市人
事課人材育成推進係・内線2573

産後の女子力UP！春メイク講座

産後のスキンケアとポイントメイクの
方法をプロに学びます対市内在住の
生後6か月までの乳児の母親（乳児
の同伴可）時1月23日㈬午後1時30
分～2時15分場子ども未来センター
師メイクアップアーティスト・鈴木広
大さん定6人（申込順）申12月25日
㈫午前10時から子育て支援事務室☎
（529）8664へ

T.A.F.創業セミナー

立川市、昭島市、福生市の3市連携で
開催。地域に根付いた企業の立ち上
げ方について、経営のプロが解説しま

す時1月27日㈰午後2時～5時場女性
総合センター師サイバーシルクロー
ド八王子会長・古瀬智之さん申1月
25日㈮までに直接、電話、または氏名、
連絡先を書いてEメールで産業観光
課商工振興係（市役所2階48番窓口）
☎（528）4317 e sangyou-t@city.
tachikawa.lg.jpへ

NPO法人設立ガイダンスと会
則づくり

いずれも場総合福祉センター費500円
（資料代）定30人（申込順）申市民活
動センターたちかわ☎（529）8323へ
●NPO法人設立ガイダンス　NPO
法人の立ち上げや設立準備、運営な
どを学びます時1月16日㈬午後7時
～9時
●自分たちの活動を支える会則づく
り　市民活動団体の会則づくりを通
して、法人化したときに定款として使
える会則のつくり方を学びます時1月
22日㈫午後7時～9時師東京ボラン
ティア・市民活動センター職員・森玲
子さん

生活上手になる工夫～忙しく
ても楽しんでくらせるように

片付けの工夫、ダウンジャケットの手
入れ、手早くできる栄養バランスを考
えた食事などを学びます。0歳児の同
伴可。企画・運営は、多摩友の会立川
方面時1月26日、2月2日の土曜日、午
後1時30分～3時30分（全2回）場子
ども未来センター費100円（試食代）
定15人（申込順）保若干名（1歳～学
齢前）申12月25日㈫から生涯学習推
進センター☎（528）6872へ

講座

シニア

●春うららダンスパーティー・講習会
　赤い靴、ガラスの靴が共催。ダンスを
通して心と体の健康を保ち交流と親睦
の輪を広げましょう。講師によるデモン
ストレーションもあります。直接会場へ
時1月27日㈰午後1時30分～3時45分
場柴崎市民体育館費500円（参加費）
定200人（先着順）問小林さん☎（522）
2081
●まなぶっ子ボランティア説明・学習会
　児童養護施設至誠大地の家まなぶっ
子が主催。施設に住む小学生の学習を
支援するボランティアを募るため、説明
会を開きます。また、施設の子どものケ
アを共に考えます時1月14日（月・祝）午後
3時～4時場至誠大地の家4階第一会議
室（錦町6-26-17）定20人（申込順）申
濱田さん☎（540）0088
●社交ダンス無料講習会　立川ハート
フルダンスサークルが主催。プロ講師
が基本から指導します。健康効果いっ
ぱいの社交ダンスで楽しく踊ってみま
せんか。中高年の方大歓迎。直接会場へ
対初・中級程度の方時1月4日・11日・18
日・25日の金曜日、午後1時30分～3時
場錦学習館問眞

ま

崎
さき

さん☎090（5210）
7667
●新春将棋大会　立川将棋友の会が主
催。4戦し、勝率とポイントで順位を決定
します対58歳以上の方時1月22日㈫午
前10時～午後4時場柴崎会館費1,000
円（景品代ほか。別途昼食代）定20人
（申込順）申大森さん☎090（1846）
4384

●砂川水墨画友の会　講師の浅見さん
から水墨画の明度（濃墨淡墨）とボカシ
を、個々のレベルにあわせ基礎から学び
ます時毎月第１・第３土曜日、午後１時
30分～４時場砂川学習館月1,500円定
４人（申込順）申大塚さん☎（531）5472
●健康ヨガ　ゆったりとした呼吸にあ
わせてポーズをとることによって、内臓
を健康な状態にします。体の歪みも調整
し、腰などの痛みも和らげます時月3回
の水曜日、午前9時40分～10時30分、
または午前10時40分～11時30分場こ
ぶし会館入100円月1,200円定30人（申
込順）申竹

たけ

舛
ます

さん☎080（5548）1026
●専修大学同窓会立川支部　活動の
第一は箱根駅伝予選会での応援です。
予選会が行われる地元として、母校を
応援しましょう対専修大学卒業生で市
内在住・在勤の方、近隣市在住の方時偶
数月の第3または第4土曜日、午後4時ま
たは午後5時から場市内の軽飲食店年
3,000円申平沼さん☎080（1024）9551
●立川うた声天国　懐かしの歌声喫
茶。みんなで一緒に歌いましょう時毎月
第1土曜日、午後1時30分～4時30分場
カンマーザール（曙町2-25-1カクニ第
2ビル1階）月1,000円定70人（申込順）
申前田さん☎090（8811）4012
●柴崎民謡愛好会　民謡は心のふるさ
とであり、地方郷土から生まれた語り部
です。故郷の唄を唄って元気になりま
しょう時毎月第1・第3金曜日、午後1時
～3時場柴崎会館月2,300円定10人（申
込順）申舩木さん☎090（6516）0731

会員募集

●フラ&タヒチ「プルメリア」　心地よい
ハワイの音楽に癒やされながら一緒に
踊りませんか。講師２人体制のもと個々
のペースにあわせて基礎から教えても
らえます。初心者歓迎対20代～40代
の方時月３回の木曜日、午前10時15分
～11時45分場幸学習館入1,000円月
3,000円（別途サークル費100円）申濱
野さん☎（536）3768
●立川市ピアノ愛好会　音楽の知識と
ピアノ演奏技能の習得を目指して、発表
会、ボランティア活動などを行っていま
す。初心者歓迎対市内在住・在勤・在学
の方時毎月第１・第３・第４木曜日、午後
６時30分～７時30分場砂川学習館入
500円月2,000円申岸野さん☎（531）
6927〔午後６時以降〕
●時事英語-アフリカと日本の絆（CCAJ）
　「一週間でタイム１冊を読もう！」を目
標としたクラスです。タイム誌とPBS（ア
メリカ公共放送）を教材に、英語を学び
ます対市内在住・在学の高校生以上の
方時毎月第２・第４土曜日、午後５時30
分～６時30分場女性総合センター月
3,000円定10人（申込順）申熊田さん☎
（531）1887
●ほっと書道　かなと漢字（楷書、行書）
を学ぶ会です。漢字の由来など、講師の
興味深いお話も楽しめます時月２回の
金曜日、午前10時～正午場錦学習館費
１回500円申谷

や

野
の

さん☎（524）5920

まちのお知らせ

●養育家庭（里親）相談会　東京都里
親支援機関が主催。里親について知り
たい、里親になりたい方のための相談
会です。東京都の制度説明、里親の体
験談の後、皆さんの疑問にお答えしま
す時1月12日㈯午後2時～4時場たま
しんRISURUホール定25人（申込順）
申NPO法人キーアセット・中村さん☎
（529）2380
●コーラス鳩のうた創立30周年コン
サート　混声合唱曲集「かなしみはあた
らしい」を全曲歌います。直接会場へ時
1月13日㈰午後1時30分開演場たまし
んRISURUホール小ホール費1,000円
定246人（先着順）問穂阪さん☎（576）
9344
●市民交流新春ダンスパーティー　立
川市ダンススポーツ連盟が主催。広く明
るい会場で、新年の踊り初めをします。
抽選会、ゲーム、ミキシングあり。直接会
場へ時1月6日㈰午後1時～3時45分場
泉市民体育館費500円（参加費）問稲

いな

田
だ

さん☎（536）5138

この欄の情報の連絡・交渉は当事者間
で。市は関与しません。掲載申込書は広
報課（市役所2階42番窓口）と各地域学
習館で配布するほか、市ホームページか
らダウンロードもできます。

問広報課広報広聴係・内線2744

　「ここが大好き 立川」は、「広報た
ちかわ」の毎月10日号の最終面で市
民の皆さんから寄せられた写真をコ
メント付きで紹介しているコーナー
です。市内で撮影したものであれば、
昔の写真でも大丈夫です。応募方法
等、くわしくは市ホームペー
ジをご覧ください（右2次元
コードからアクセス可）。

市民特派員「ここが大好き 立川」
掲載された方にはクオカード
1,000円分をプレゼント

9 立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎（523）2111（代表）  Fax（521）2653

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から
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　コマ、けん玉、竹馬、百人一首などの正月遊びを楽し
みます。直接会場へ時1月7日㈪午前10時15分～11時
30分場・問富士見児童館☎(525)9020

　 マークのある催しは申込制（申
込順）。そのほかは直接会場へ。飲食
物などは一部有料です。
●お正月遊び　コマ回しやふくわら
いなどのお正月遊びを楽しみます時
1月6日㈰午後3時～4時場・問高松児
童館☎（528）2925

●もちつき体験　時1月9日㈬午後
2時～4時場・問幸児童館☎（537）
0358
ジャンボすごろく大会　対小学生

以上時1月12日㈯午後2時～3時定
20人場・問上砂児童館☎（535）1557

こどものためのお箏教室発表
会＆親子で楽しむ三曲コンサ
ート

子どもたちの日ごろの稽古の成果発
表と講師を中心とした三曲コンサー
ト。出演は早川智子さん（箏・三絃）、
郷司雅子さん（箏・十七絃）、設楽瞬山
さん（尺八）。楽器体験コーナーもあり
ます。直接会場へ時1月5日㈯午後2
時開演（午後1時30分開場）場たまし
んRISURUホール問立川市地域文化
振興財団☎（526）1312

新春子ども凧あげ大会

広い河原で凧あげを楽しみましょう。
温かい煮込みうどんもあります。直接
会場へ時1月5日㈯午前9時30分～正
午（雨天中止）場多摩川河川敷市民運
動場持自作・市販の凧〔希望者にはビ
ニール凧の材料を50円で販売（先着
400セット）〕問立川市地域文化振興
財団☎（526）1312

卒乳講座

対市内在住で卒乳を考えている1歳
以上の子どもの保護者（子どもの同
伴可）時1月25日㈮午前10時～10時
45分場子ども未来センター師助産
師・河房子さん定10組（申込順）申12
月25日㈫午前10時から子育て支援
事務室☎（529）8664へ

作ろう！食べよう！トチの実
もち＆木の実を使った工作

どんぐりや木の
実を使った工作
とトチの実が入
ったお餅を作り
ます対小学生時
1月26日㈯午後1時～4時場西砂学習
館師東京都環境学習リーダー・高橋
由蔵さん、山岸修子さん費100円（材
料代）定20人（申込順）持エプロン、三
角巾、タオル申12月25日㈫から西砂
学習館☎（531）0431へ

パパ＆ベビーヨガ

パパと赤ちゃんがふれあいます対市
内在住の生後4か月～あんよ前の子
どもと保護者（初めての方優先）時1
月20日㈰午後1時30分～2時15分場
子ども未来センター師ヨガインストラ
クター・愛さん定10組（申込順）申12
月26日㈬午前10時から子育て支援
事務室☎（529）8664へ

ママ＆ベビーヨガ

出産後のママの心身を整えながら赤
ちゃんとふれあいます対市内在住の
生後3か月～9か月の赤ちゃんと母親
（初めての方優先）時1月30日㈬午
後1時30分～2時15分場子ども未来
センター師ヨガインストラクター・愛

さん定10組（申込順）申12月25日㈫
午前10時から子育て支援事務室☎
（529）8664へ

情報誌「ほほえみ」vol.59を配
布しています

「ほほえみ」は市内在住の未就学児が
いる母親たちが作っている子育て情
報誌。幼稚園や保育園のイベントや園
庭開放情報等、子育て中のママたちの
「知りたい」が満載▶配布場所＝子ど
も家庭支援センター、子ども未来セン
ター、子育てひろば、市役所、幼稚園、
保育園、児童館、学習館、図書館ほか
問子ども未来センター子育て支援事
務室☎（529）8664

子ども・子育て

催し

ヒューマンライブラリー＠立川

偏見や差別を受けやすい障害や依存
症の当事者の方を「生きている本」に
見立てて貸し出します。ページをめく
るようにその方の経験や価値観を聞
くことで相互理解を深めます。各受付
開始時間から「生きている本」の予約
（先着順）をとっていただきます。直
接会場へ対小学5年生以上の方（小
学5年生～中学生は要申し込み。小学
生は保護者同伴）時1月19日㈯▷前
半＝午後0時30分受付開始▷後半＝
午後2時30分受付開始場総合福祉セ

ンター問市民活動センターたちかわ☎
（529）8323

知られざる東京の魅力を発見!!
まるごと多摩フェア

東京都市長会が主催。無料ガラポン
抽選会や、多摩地域のご当地キャラ
クターとの写真撮影など。立川市は1
月12日㈯午前11時～午後2時30分
で出展予定。直接会場へ時1月12日
㈯～14日（月・祝）、午前11時～午後6時
30分場auSHINJUKU（新宿区新宿
3-25-1）問東京都市長会事務局企画
政策室☎042（384）6396、市産業観
光課・内線2658

平和人権ロードショー　冤罪
を考える「免田栄　獄中の生」

直接会場へ時1月23日㈬午後2時～
3時30分場柴崎学習館定30人（先着
順）問柴崎学習館☎（524）2773

遊びにおいでよ 児 童 館

　多摩地域25市町の郷土・歴史・文化財・自然関連の書籍を展示・販売します。
多数の新刊を含め、資料を直接手に取って見ることができる年一度の貴重な
機会です。直接会場へ時1月19日㈯・20日㈰、午前10時～午後5時（20日は午後
3時まで）場女性総合センター1階ギャラリー問歴史民俗資料館☎（525）0860

　いずれも直接会場へ場女性総合
センター5階第3学習室定50人（先
着順）
●多摩の仏教民俗　時1月19日㈯
午前10時～11時20分師筑波学院
大学客員教授・坂本要さん問歴史
民俗資料館☎（525）0860
●多摩の戊辰戦争　時1月19日㈯
午前11時40分～午後1時師国文
学研究資料館プロジェクト研究員・
三野行徳さん問歴史民俗資料館☎

（525）0860
●江戸時代多摩地域の村社会　
「近世後期における多摩地域の平
地林と『山仕事』」、「鈴木平九郎と
近世文書社会～『公私日記』を中心
に」の講演を行います時1月19日㈯
午後2時～4時30分師国文学研究
資料館准教授・太田尚宏さん、東京
大学経済学部資料室特任専門職
員・冨善一敏さん問地域文化課市
史編さん担当・内線4044

関連講演会

多 摩 郷 土 誌 フ ェ ア

たまがわ・みらいパークの催し

　1月22日㈫は休館日です。
●たまみら朝市　時1月20日㈰午前
10時～正午（売り切れ次第終了）
絵手紙広場　時1月8日～29日の

火曜日、午前10時～正午費300円（年
会費）定各3人（申込順）持筆、墨、硯、
顔彩、絵手紙用はがき申前日までに
ひふみ体操（健康体操）　対60歳

以上の方時1月8日～29日の火曜日、
午前10時30分～11時30分（全3回）
費1,000円（参加費）定10人（申込順）
持飲み物、タオル申1月7日㈪までに
ごほうびヨガ～更年期対策編　対
30代後半～50代の女性時1月11日・
25日、2月8日の金曜日、午前10時～
11時30分費1回500円定各15人（申
込順）持ヨガマット、タオル申1月9日
㈬までに
楽しく食べよう「サポショク」　時

①1月11日㈮午後5時～7時②1月26
日㈯正午～午後2時費1回300円（材
料代。小・中学生100円、幼児無料）定

各30人（申込順）申①1月7日㈪までに
②1月12日㈯～1月19日㈯に
●ふれあいサークル　高齢者向けの
脳トレ体操など時1月12日㈯午後1時
30分～3時30分費50円（お菓子代）
持動きやすい服装
みんなでボードゲームをしよう！

　対7歳～17歳（小学生は保護者同
伴）時1月13日㈰午前9時30分～午
後4時30分定12人（申込順）持昼食、
ボードゲーム（お持ちの方）申1月11日
㈮までに
プラモデルづくり教室　対小学生

以上時1月27日㈰午前10時～午後3
時費1,000円（プラモデル持参の場合
は無料）定10人程度（申込順）持昼食
申1月26日㈯までに
●ミエ子さんと歌おう　時1月28日
㈪午前10時30分～11時30分費300
円（楽譜代）
たまみらでカラオケを楽しもう！　

対3人以上のグループ（中学生以下は
保護者同伴）時2月3日㈰、2月6日～
27日の水曜日▷午前9時30分～午後
0時30分▷午後0時45分～4時45分
費1時間500円定各1組〔抽選。2月3日
㈰は親子優先〕申1月5日㈯～7日㈪に

場たまがわ・みらいパーク（旧多摩
川小） マークの催しは電話、ま
たは参加者名・電話番号を書いて
ファクスで☎・Fax(848)4657へ。そ
のほかの催しは直接会場へ

凧あげ会場

受付

多摩川

至立川

新奥多摩街道

福祉会館前

至日野

Ｊ
Ｒ
中
央
線

柴崎
福祉会館

ピックアップイベント

伝承遊び大会

問広報課・内線2744

市政情報、
イベント情報
などを発信

@tachikawa_tokyo

市公式ツイッター市公式ツイッター
のご利用をのご利用を
市公式ツイッター
のご利用を

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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会場へのアクセス　▶徒歩＝JR立川駅から約15分▶無料バス（開催中）＝JR立
川駅北口から約5分、玉川上水駅から約10分

お正月の野菜は立川産で～み
のーれ立川をご利用ください

みのーれ立川では、白菜や大根、八つ
頭など、立川産の新鮮な正月用野菜
を格安で販売します▶歳末大売り出
し＝12月28日㈮～30日㈰▶年末営
業＝12月30日㈰まで▶新年営業＝1
月5日㈯から、いずれも午前10時～午
後5時問ファーマーズセンターみのー
れ立川☎（538）7227、市産業観光課
農業振興係・内線2650

幸福祉会館と曙福祉会館のエ
レベーターを改修します

改修工事のため、次の期間はエレ
ベーターが利用できません。なお、工
事の状況により期間が前後すること
があります▶幸福祉会館＝1月21日
㈪～3月31日㈰▶曙福祉会館＝1月
10日㈭～3月8日㈮問福祉総務課生
きがいづくり係〔柴崎福祉会館内〕☎
（523） 4012

市営葬儀説明会

立川市斎場指定管理者の立川市シル
バー人材センターから市営葬儀につ
いて説明を聞きます。直接会場へ。な
お、電話による相談も随時受け付けて
います時1月26日㈯、2月24日㈰、3月
31日㈰、いずれも午前10時～11時場
立川市斎場（羽衣町3-20-23）問立川
市斎場☎（524）1998

　1月4日㈮～7日㈪は、「開設67周年記念鳳凰賞典レース（GⅢ）」を
開催します。国内のトップ選手が集まり白熱したレースを繰り広げる
ほか、家族連れの方を対象としたイベントなども盛りだくさんです。く
わしくは「たちかわ競輪」のホームページをご覧ください問立川競輪
場☎（524）1121

まんがぱーくに行こう

まんがぱーく
は最新巻を含
む約40,000冊
のまんがと、約
2,000冊の絵
本を所蔵する
大人から子ど
もまで楽しめる施設です。施設内のカ
フェでは飲み物や軽食も販売してい
ます。なお、次回のまんがぱーく大市
は3月3日㈰の予定です。その他、さま
ざまなイベントを行います。くわしく
は、「立川まんがぱーく」のホームペー
ジをご覧ください問子ども未来セン
ター☎（529）8682

離職による国民年金保険料の
特例免除制度

離職（退職や失業）が理由で国民年金
保険料の納付が困難な場合には、申
請して承認を受けると免除される制
度があります。これは通常であれば審
査対象となる本人の所得を除外して
審査を行うため、国民年金保険料の
納付が免除されるものです。ただし、
配偶者、世帯主に一定以上の所得が
あるときは免除が認められない場合
があります。現在受付中の期間は、申
請時点の2年1か月前～平成31年6月
分です。年金手帳、印鑑、申請期間に
有効な失業していることを確認でき

る公的機関の証書の写し（雇用保険
被保険者離職票、受給資格者証など）
を持参の上、手続きをしてください問
保険年金課国民年金係・内線1394

西武立川駅内展示スペース（掲
示板）をご利用ください

市は、地域福祉を推進するための作
品展示等を行う展示スペースを西武
拝島線西武立川駅内の階段横の壁面
（南北それぞれ）に設置しています。
市内で地域福祉に関する活動を行う
５人以上の団体は、作品の展示や、ポ
スターなどの掲示ができます。使用に
は申請書（市ホームページからダウン
ロード可）の提出が必要です。くわしく
は市ホームページをご覧ください問福
祉総務課地域福祉推進係・内線1492

歳末特別警戒

市消防団が市内を消防車で巡回し火
災予防の啓発を行います時12月28
日㈮～30日㈰、午後8時～11時問防
災課・内線2531

お知らせ

消防出初式

市消防団や市民消火隊、立川消防少
年団、市役所自衛消防隊などが一堂
に会し、一斉放水などの消防演技を
行うほか、立川市吹奏楽団が演奏を
行います。煙体験、消火体験などの防
災体験もできます。直接会場へ時1月
13日㈰午前10時30分～正午場国営
昭和記念公園みどりの文化ゾーンゆ
めひろば（荒天時は立川防災館3階
体育室で式典のみ）問防災課・内線
2531

就職面接会

参加企業は立川市、昭島市などの企
業25社程度。求人の内容は「ハロー
ワーク立川」のホームページでお知ら
せします。直接会場へ時1月30日㈬午
後1時30分～3時30分（受付時間は
午後1時～3時）場都立多摩職業能力
開発センター（昭島市東町3-6-33）
持履歴書（写真貼付）、ハローワーク
紹介状（お持ちの方）問ハローワーク
立川☎（525）8615、市産業観光課商
工振興係・内線2645 

道路の雪かきにご協力ください
　降雪時に、市ですべての道路を一斉に除雪することは難しいため、自宅前
や店舗の前などの雪かきにご協力をお願いします。なお、雪かきの際は足元
が滑りやすいので、自身の安全に注意を払い、通行する人や車にも十分配慮
してください。

問道路課維持係・内線2401

● 雪を排水溝の上部に捨てないでく
ださい。排水溝が雪でふさがってい
ると、溶けた水が流れません。

● 雪は道路の脇に寄せ、車道に捨て
ないでください。自動車の通行の妨
げやスリップの原因になります。

場内イベント&ファンサービス
開設67周年記念鳳凰賞典レース（GⅢ）

たちかわ競輪 1月4日㈮～7日㈪

豪華家電や鳳凰賞典
レースオリジナルグッ
ズ等が当たる

抽 選 会

お菓子、ホットドリンク、
カイロなど

入場者先着
プレゼント

富士宮焼きそば、牛タ
ン串、もちもちポテト、
たこ焼きなど

ケータリング
カフェ

立川吉幸さん
（4日）

トークショー

スピーチーズ
ライブ
（6日）競輪選手たちがコー

ヒーとドーナツを販売

おもてなしブース

矢後太規さん
（6日）

玉袋筋太郎さん
（5日）

ふれあい動物園
（6日）

ポニーの乗馬体験や
小動物とふれあえる

0180（994）223～5開催案内・レース結果

●12月25日～27日〔松戸FⅠガール
ズを場外発売〕●12月28日～30日
〔立川FⅡガールズ、静岡GPを併売〕
●1月4日～7日〔GⅢ・開設67周年記
念鳳凰賞典レース〕●1月8日～10日
〔宇都宮FⅠガールズを場外発売〕

立川駅北口デッキ 避難用スロープがあります立川駅北口デッキ 避難用スロープがあります
　地震などで停電し、サンサンロード南側のエレベーターが使用できなく
なったとき、隣にあるスロープの扉が開きます。車椅子利用者など、階段
を降りることができない方は避難用スロープをご利用ください。
問道路課・内線2397

立
川
通
り

北
口
大
通
り

北口

緑川通り

JR中央線JR青梅線

曙橋

曙町二丁目
髙島屋
S.C.

フロム中武

ビックカメラ

歩行者デッキ

パレス
ホテル

シネマ
シティ

サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル 立川駅

立
川
北
駅
伊勢丹

11 立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎（523）2111（代表）  Fax（521）2653

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から
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8 9 10

6

7

11 12

1 2 3 4

①お菓子の家エミリーフローゲ（詩歌の道ほか）②立川伊勢屋 本店（うどパイほか）③菊川園（特むしオ
リジナルブレンド茶ほか）④無門庵（西国立ビール）⑤立川印刷所（立川の風景・昭和色アルバムほか）
⑥浅見酒店（ご当地サイダー）⑦石坂商店（もとだれ）⑧サロン・ド・テ・チーズ王国（たちかわ）⑨ファ
ーマーズセンターみのーれ立川（うどドレッシング）⑩洋菓子のプルミエール（けやき並木のリーフパ
イほか）⑪F.あら井（笹らぎ）⑫久寿屋 御菓子司 花門（羽衣ねぶたほか）

くわしくは、「立川観
光協会」のホームペー
ジをご覧ください（右
２次元コードからアク
セス可）。

立川観光協会がおすすめする「推奨認定品」は、ど

れも「立川らしさ」の詰まった商品ばかりです。

帰省時の手土産やちょっとしたプレゼントに

いかがですか。

問立川観光協会☎（527）2700

帰省土産
に

おすすめ

※広告に関するお問い合わせは…広告代理店　株式会社ホープ☎092（716）1401へ

≪広告欄≫

●住民基本台帳記録数 （前月比）
人口 183,767 （＋104）
男 91,428 （＋32）
女 92,339 （＋72）
世帯 91,253 （＋76）

人口と世帯

平成30年
12月1日現在

平成30年（2018年）12月25日（毎月10日・25日発行）
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